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宮 崎 保 健 福 祉 専 門 学 校 学 則 

 

第 １ 章   総   則 

 

 （ 目 的 ） 

第１条 本校は、教育基本法及び学校教育法の精神に則り、高等学校教育の基礎の上 

   に、社会福祉及び保健の分野にわたり、専門教育を施し、広く社会の要請に応 

ることを目的とする。 

２．本校は、人材の養成に関する目的を定め、公表するものとする。 

３．本校は、第１条に定める本校の目的を達成する為、教育研究活動等の状況につい  

  て毎年度自ら点検及び評価を行うものとする。自己点検評価について必要な事項

は別に定める。 

   

 （ 名 称 ） 

第２条 本校は、宮崎保健福祉専門学校と称する。 

 

 （ 所 在 地 ） 

第３条 本校の所在地を、宮崎県宮崎市清武町木原５７０６番地に置く。 

 

 

第 ２ 章  課程及び学科・修業年限・定員並びに休業日 

 

 （ 課 程 ） 

第４条 本校の課程及び学科並びに修業年限・定員・学級数は次のとおりとする。 

   

課 程 名 学 科 名 修業年限 入学定員 学級数 総定員 

社会福祉専門課程 介護福祉学科 ２年 ３５名 １ ７０名 

社会福祉専門課程 精神保健福祉学科 １年 ４０名 １ ４０名 

医療専門課程 作業療法学科 ３年 ３５名 １ １０５名 

 

 （ 学 年 の 始 期 及 び 終 期 ） 

第５条 本校の学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

  ２．課程の学期は、次のとおりとする。 

     前学期・・・・４月１日から９月３０日まで 

     後学期・・・１０月１日から３月３１日まで 

 

 （ 休 業 日 ） 

第６条 本校の休業日は、次のとおりとする。 

     （１）土曜日 

     （２）日曜日 

     （３）国民の祝日に関する法律に規定する休日 

     （４）春期休業    ３月２１日から ４月 ４日まで 

     （５）夏期休業    ８月 １日から ８月２０日まで 

     （６）冬期休業   １２月２６日から １月 ５日まで 

     （７）開校記念日  １１月２２日 

  ２．教育上必要があり、かつ、やむを得ない事情がある場合は、休業日において 

   も授業を行うことがある。 

  ３．天災地変その他緊急の事情があるときは、臨時に授業を行わないことがある。 

  ４．校長は必要に応じ、休日を変更し臨時休業を行うことができる。 
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第 ３ 章   教育課程、授業時間数及び教職員組織 

 

 （ 教 育 課 程 の 編 成 ） 

第７条 授業科目は、その内容により一般教育科目及び専門教育科目並びに演習・実 

    習の別に分け、これを各年次に配当して編成するものとする。 

２．介護福祉学科、精神保健福祉学科及び作業療法学科の時間割は、別表１、 

    別表２及び別表３に定める。 

３．授業科目の単位数は、学校教育法及び専修学校設置基準に基づき１単位を標準と

して、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成する。 

  ４．講義及び演習は１５時間から３０時間、実験・実習は３０時間から４５時間の範

囲で 1 単位として本校が定める。 

 

（ 授 業 の 方 法 ） 

第８条 授業の方法は、講義、演習及び実習とする。 

 

 （ 単 位 の 授 与 ） 

第９条 １つの授業科目を履修した者に対しては、試験の上６０点以上の者に単位を 

   与えるものとする。 

  ２．追試験及び再試験については、別途定める。 

  ３．第７条に揚げる各科目（実習を除く）の出席時間数が３分の２に満たない者 

   については、当該科目の履修を認定しない。 

  ４．実習の出席時間数が第７条に掲げる時間数の５分の４に満たない者について 

   は、当該科目の単位を認定しない。 

  ５．教育上有益と認めるとき、理学療法士作業療法士養成施設指定規則別表第１備考

２に規定する学校を卒業または中途退学した者の、入学する前に修得した単位を、

本校における講義科目の履修とみなし、単位を与えることができる。ただし、その

認定は本人からの申請により、職員会議を経て校長が決定する。 

 

 （ 卒 業 の 要 件 ） 

第１０条 介護福祉学科の卒業の要件は、本校に２年以上在学し、第７条に規定する授業

科目の区分ごとに本校が定める全ての単位を修得することとする。 

２．精神保健福祉学科の卒業の要件は、本校に１年以上在学し、第７条に規定する授

業科目の区分ごとに本校が定める６５単位以上を修得することとする。 

    ただし、第１５条に規定する入学資格において（２）のイ、ウ、エに該当する者

はソーシャルワーク実習指導及びソーシャルワーク実習を除く５６単位以上を修

得することとする。 

３．作業療法学科の卒業の要件は、本校に３年以上在学し、第７条に規定する授業科目

の区分ごとに本校が定める全ての単位を修得することとする。 

 

 （ 授 業 の 終 始 期 ） 

第１１条 本校の始業及び終業の時刻は次のとおりとする。 

    午前８時５０分から午後４時４０分 

 

 （ 教 職 員 の 組 織 ） 

第１２条 本校に、次の教職員を置く。 

     （１）校長        １名 

     （２）専任教員     １２名以上 

     （３）事務職員      ３名以上 

     （４）学校医（嘱託）   ２名 

  ２．校長は、校務を司り、所属職員を監督する。 
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 （ 教 員 会 ） 

第１３条 本校に教員会を置く。 

 

   ２．教員会は専任教員をもって構成する。ただし、必要のある場合は、学校長 

    は兼任教員に出席を求めることができる。 

   ３．教員会は次の事項を審議する。 

     （１）学則及び諸規定に関すること 

     （２）教育課程に関すること 

     （３）学生の身分に関すること 

     （４）学生の厚生補導に関すること 

   ４．その他、学校組織・運営に関する細目は別に定める。 

 

 

第 ４ 章   入学、休学、復学、編入学、退学、卒業及び賞罰 

 

 （ 入 学 等 の 決 定 ） 

第１４条 入学、退学、休学等については、校長がこれを定める。 

 

 （ 入 学 資 格 ） 

第１５条 入学資格は、次のとおりとする。 

    （１）社会福祉専門課程 介護福祉学科 

       ア～ウ はいずれかに該当している者。 

     ア．学校教育法の規定により大学に入学することができる者。 

     イ．文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者。 

ウ. 日本国以外の国籍を有し、外国において学校教育における 12年の課程を修

了した者。または、これと同等以上の資格を有すると認められる者で入学

しようとする年の 3月までに修了見込みの者。 

① 出願時において出入国管理及び難民認定法における「留学」の在留

資格を有する者、または入学までに同資格の取得が見込まれる者。  

➁ 入学後の学修に支障がない程度の日本語能力を有する者。 

                ※日本語能力試験（JLPT）の N2 以上に合格していること。または、

それに準ずる日本語能力を有していると認められること。 

➂ 本学在学中の学費及び生活費を確実に支弁できる経済力がある者。

（これを証明する書類の提出を求める場合があります。） 

④ 法務省告示の日本語教育機関で1年以上の日本語学習歴を有する者、

またはこれに準ずる者。 

 

    （２）社会福祉専門課程 精神保健福祉学科 

      ア．学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業した者 

      イ．短期大学等（修業年限３年に限る）を卒業し、指定施設において１ 

       年以上の実務経験を有する者 

      ウ．短期大学等または高等専門学校を卒業し、指定施設において２年以 

       上の実務経験を有する者 

      エ．指定施設において４年以上の実務経験を有する者 

 

    （３）医療専門課程 作業療法学科 

      ア．学校教育法の規定により大学に入学することができる者 

      イ．文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者 

 

 



 5 

 

 （ 入 学 時 期 ） 

第１６条 本校の入学時期は毎年４月とし、施行については校長がこれを定める。 

 

 （ 入 学 手 続 ・ 許 可 ） 

第１７条 本校の入学手続は次のとおりとする。 

    （１）本校に入学しようとする者は、本校の定める入学願書に必要事項を記 

      載して、第２４条に定める入学検定料を添えて指定期日までに出願しな 

      ければならない。 

    （２）前号の手続を終了した者に対して入学試験を行い、入学者を決定する。 

    （３）本校に入学を許可された者は、入学許可の日から７日以内に第２４条 

      に規定する所定の納入金を納入するとともに、保証人２名（内１名は親 

      権者またはこれにかわる者）を定め、次の書類を添えて入学の手続を取 

      らなければならない。 

       ア．誓約書   （用紙は、本校で交付する） 

       イ．住民票   １通 

     

      なお、所定の期日までに入学手続きをしない者は、入学資格を取り消す。 

 

 （ 休 ・ 復 学 ） 

第１８条 学生が疾病その他やむを得ない事由によって休学する場合は、別に定める 

    休学届にその理由を記載の上、医師の診断書等を添えて提出し、校長の許可 

    を受けなければならない。 

   ２．休学の期限は２年を限度とする。 

   ３．休学した者が復学しようとする場合は、復学することができる。 

 （ 自 主 退 学 ） 

第１９条 退学しようとする者は、別に定める退学届にその理由を記載の上提出し、 

    校長の許可を得なければならない。 

 

 （ 転 ・ 編 入 学 ） 

第２０条 他校、他学科からの転入学（編入学を含む）は、第９条の５に定める通り職員

会議を経て校長が決定する。 

 

 （ 卒 業 ） 

第２１条 本校所定の課程を修了した者には、学習評価の上、卒業証書を授与する。 

   ２．前項により社会福祉専門課程介護福祉学科を修了した者には、専門士（社 

    会福祉専門課程）の称号を授与する。 

   ３．また、医療専門課程作業療法学科を修了した者には、専門士（医療専門課 

    程）の称号を授与する。 

 

 （ 褒 賞 ） 

第２２条 成績優秀にして他の模範となる者は、褒賞することがある。 

 

 （ 退 学 ） 

第２３条 次の各号の一つに該当する者には、退学を命ずることがある。 

    （１）性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

    （２）学力劣等で、成績向上の見込みがないと認められる者 

    （３）正当な理由なく、出席が常でない者 

    （４）学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

    （５）正当な理由なく、納入金を期日までに納入しない者 

 



 6 

 

第 ５ 章   入学検定料、入学金、授業料その他 

 

 （入学検定料、入学金、授業料その他） 

第２４条 本校の入学金、授業料等は、次のとおりとする。 

 

学科名 

事項 

介護福祉学科 

（円） 

精神保健福祉学科 

（円） 

作業療法学科 

（円） 
備  考 

入学検定料 ３０，０００ ３０，０００ ３０，０００ 学則第１７条 

入学金 ２００，０００ ２５０，０００ ３００，０００ 学則第１７条 

授業料（年額） ６００，０００ ５００，０００ ９００，０００  

施設設備費（年額） １５０，０００ １５０，０００ ２００，０００  

実験実習費（年額） １５０，０００ ２００，０００ ２００，０００  

 

   ２．授業料、施設設備費、実験実習費（以下「授業料等」という）は、別に定 

    める学費納入取扱細則に基づき所定の期日までに本校が指定する指定金融機 

関当座預金口座へ振込み送金の手続を完了するものとする。 

   ３．授業料等は、前期と後期に分けて分納することができる。この場合におい 

    て納入期日は、前期分３月３１日、後期分９月３０日とする。 

   ４．授業料等は、1 年度分を前納することができる。ただし、前納後に退学に 

    より在学しないこととなった期間が前期、後期のいずれかの全部に及んだと 

    きは、そのいずれかに対する授業料は、これを還付する。 

   ５．授業料等の滞納が５日以上に及んだ者に対しては、その納付が終わるまで 

    の期間は、授業を停止することがある。また、授業停止後、なお授業料を納 

    入せず 1 月を経過した場合は、退学を命ずることがある。 

   ６．いったん納入した入学検定料、入学金及び授業料等は、特に定めのある場 

    合のほか、これを返還しないものとする。 

   ７．第１０条２において、ソーシャルワーク実習の履修を免除された者に関し 

    ては、実験実習費を免除することができる。 

 

 

第 ６ 章   健 康 診 断 

 

 （ 健 康 診 断 ） 

第２５条 学校においては、別に法律で定めるところにより、学生及び教職員の健康 

    の保持増進を図るため、健康診断を行い、その他その保健に必要な措置を講 

    じなければならない。 

 

   附   則 

 

  この学則は平成１３年 ４月 １日から施行する。 

 

  この学則は平成１６年 ２月２１日から施行する。 

 

  この学則は平成１６年 ４月 １日から施行する。 

 

  この学則は平成１９年 ７月 ５日から施行する。 

 

  この学則は平成２０年 ４月 １日から施行する。 

 

  この学則は平成２１年 ４月 １日から施行する。 
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この学則は平成２２年 ２月１２日から施行する。 

 

この学則は平成２２年 ５月１７日から施行する。 

 

この学則は平成２４年 ４月 １日から施行する。 

 

この学則は平成２６年 ４月 １日から施行する。 

 

この学則は平成２９年 ４月 １日から施行する。 

 

この学則は平成３１年 ４月 １日から施行する。 

 

この学則は令和 ２年 ４月 １日から施行する。 

 

この学則は令和 ３年 ４月 １日から施行する。 

 

この学則は令和 ６年 ４月 １日から施行する。 

 

この学則は令和 ７年 ４月 １日から施行する。 

 

この学則は令和 ８年 ４月 １日から施行する。 

（１）（授業料の適用） 

改正後の第２４条（授業料）の規定は、令和 9 年度入学生から適用する。 

（２）（受験料の適用） 

改正後の第２４条（受験料）の規定は、令和 8 年度に実施する入学試験から適

用する。 
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（別表２）    精神保健福祉学科教育課程表 

講義 演習 実習

医学概論 2 30

心理学と心理的支援 2 30

社会学と社会システム 2 30

社会福祉の原理と政策 4 60

地域福祉と包括的支援体制 4 60

社会保障 4 60

障害者福祉 2 30

権利擁護を支える法制度 2 30

刑事司法と福祉 2 30

社会福祉調査の基礎 2 30

ソーシャルワークの基盤と専門職 2 30

ソーシャルワークの理論と方法 4 60

ソーシャルワーク演習 1 30

精神医学と精神医療 4 60

現代の精神保健の課題と支援 4 60

精神保健福祉の原理 4 60

ソーシャルワークの理論と方法(専
門)

4 60

精神障害リハビリテーション論 2 30

精神保健福祉制度論 2 30

ソーシャルワーク演習(専門) 3 90

ソーシャルワーク実習指導 3 90

ソーシャルワーク実習 6 210

780 120 300

専
門
科
目

実
習

合計 65

1200

8

科目 単位数
時間数(第１学年）

共
通
科
目


